
(1) 平群町長寿会新聞  第３３１号  ２０２０年（令和２年） １０月１日  
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全
老
連
「活
動
賞
」を
受
賞
し
て 

 
 
 

長
寿
会
連
合
会
会
長 

岡 

嘉
道 

9
月
24
日
（
金
）
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
奈
良
県
老

人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
会
」
の
席
上
、

全
老
連
の
「
活
動
賞
」
を
受
賞
致
し
ま

し
た
。
当
日
、
奈
良
県
下
で
当
町
を
含

め
て
4
団
体
の
み
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

長
寿
会
会
員
一
同
大
変
名
誉
な
こ
と

で
ご
同
慶
の
至
り
で
す
。
今
回
、
当
連

合
会
が
受
賞
し
た
最
大
の
理
由
は
、
令

和
元
年
度
、
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
の

支
援
を
得
て
、
椿
台
長
寿
会
と
合
同
で

実
施
し
た
高
齢
者
向
け
「
ふ
れ
あ
い
食

堂
」
（
愛
称
、
「
お
し
ゃ
べ
り
食
堂
」
） 

 

椹
原
長
寿
会 

 
 

 

会
長 

奥
田 

勝
己 

椹ふ
し

原は
ら

地
区
は
三
郷
町
に
接
し
て
お
り
、 

信
貴
山
系
の
南
向
き
斜
面
は
温
暖
で

雨
が
少
な
く
葡
萄
栽
培
に
適
し
て
い

る
と
し
て
約
１００
年
前
よ
り
栽
培
さ
れ

て
き
ま
し
た
。 

ま
た
約
50
年
前
よ
り
ハ
ウ
ス
栽
培
と 

な
り
、
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
村

の
お
年
寄
り
は
高
齢
者
と
い
え
ど
も 

                              の
実
証
実
験
が
計
画
ど
お
り
の
成
果
を

収
め
、
地
元
住
民
に
も
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

全
国
で
初
め
て
の
事
業
で
あ
る
「
ふ
れ

あ
い
食
堂
」
の
成
果
は
、
全
老
連
の
会

報
や
県
老
連
の
「
大
椿
寿
」
に
も
紹
介

さ
れ
て
、
平
群
町
長
寿
会
連
合
会
の
名

を
全
国
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と

な
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

中
心
に
な
っ
て
事
業
を
推
進
し
た
の

は
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
の
部
員
8

名
と
、
こ
れ
を
応
援
し
た
本
部
役
員
と

椿
台
長
寿
会
各
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
10

名
、
計
18
名
の
方
々
で
す
。 

こ
の
1
年
間
、「
こ
ど
も
食
堂
」
の
見

学
、
に
始
ま
り
料
理
教
室
へ
の
参
加
、

猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
整
備
、 

 

葡
萄
栽
培
で
の
長
年
に
わ
た
る
知
識
と

経
験
を
活
か
し
て
、
ま
だ
ま
だ
若
い
者

に
は
負
け
ま
い
と
し
て
頑
張
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
健
康
で
長
生
き
に
は
、
身
体

を
動
か
す
こ
と
や
気
持
ち
の
若
さ
も
大

い
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
椹
原
長
寿
会
は
32
名
の
会
員

が
お
ら
れ
、
最
高
齢
94
歳
、
平
均
年
齢

78
歳
の
元
気
な
お
年
寄
り
ば
か
り
で
す
。

長
寿
会
の
主
な
奉
仕
活
動
は
椹
原
大
字

集
会
所
や
周
辺
道
路
の
清
掃
で
す
。
今

年
も
多
数
参
加
い
た
だ
き
、
９
月
１
日 

食
器
・
調
理
器
具
の
調
達
、
食
材
の
調

達
、
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
、
リ
ハ
ー

サ
ル
、
開
店
準
備
と
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

そ
の
後
の
椿
台
地
区
で
の
「
お
し
ゃ

べ
り
食
堂
」
は
、
厳
し
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が

ら
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
と
し
て
継

続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
「
お
し
ゃ
ベ
り
サ
ロ
ン
」
と
し

て
緑
ヶ
丘
長
寿
会
、
上
庄
台
・
月
見
台

長
寿
会
が
連
合
し
て
「
お
し
ゃ
べ
り
サ

ロ
ン
」
の
開
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

長
寿
会
連
合
会
と
し
て
も
、
裾
野
拡
大

の
た
め
支
援
金
を
出
し
て
全
面
的
に
応

援
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

  

県
知
事
か
ら
老
人
福
祉 

功
労
者
賞
を
受
賞
し
て 

 

会
計
監
査 

辻
本 

達
雄 

9
月
10
日
、
奈
良
文
化
会
館
に
お
い

て
、
奈
良
県
荒
井
知
事
か
ら
高
齢
者
福

祉
に
尽
力
し
た
方
に
、
老
人
福
祉
功
労

者
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
県

下
で
11
名
の
個
人
に
贈
呈
さ
れ
、
私
も

そ
の
内
の
一
人
と
し
て
受
賞
し
ま
し
た
。 

こ
れ
も
偏
に
本
部
役
員
の
み
な
さ
ま

方
は
じ
め
、
長
寿
会
連
合
会
会
員
の
皆

様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の
賜
物
と
存

じ
、
改
め
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

会
社
を
定
年
退
職
に
な
っ
た
の
を
機

に
椣
原
地
区
の
自
治
会
長
に
推
薦
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
地
区
の
長
寿
会
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。 

間
も
な
く
し
て
本
部
役
員
に
ご
推
薦

い
た
だ
き
、
副
会
長
・
ク
ラ
ブ
統
括
部

長
を
担
当
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
最
初
に

愛
好
ク
ラ
ブ
か
ら
の
作
品
展
示
会
（
発

表
会
）
の
再
開
要
請
に
応
え
て
、
い
ろ

い
ろ
検
討
の
す
え
高
齢
者
で
も
一
人
で

持
ち
運
び
で
き
る
「
作
品
掲
示
板
」
を

量
販
店
で
材
料
を
調
達
し
て
自
宅
の
狭

い
駐
車
場
で
組
み
立
て
、
作
品
が
目
立 

 

に
実
施
し
ま
し
た
。
毎
年
敬
老
の
日
に

食
事
会
を
開
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
ム
ー
ド
の
中
で
中

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
話
し

相
手
に
な
る
お
孫
さ
ん
な
ど
、
小
さ
い
子

ど
も
さ
ん
が
少
な
く
な
り
、
寄
り
集
ま
っ

て
皆
で
喋
る
の
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
開
け
な
く
て
残
念
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
特
に
重
症
化
し

や
す
い
の
が
高
齢
者
と
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
早
く
収
束
し
、
元

の
生
活
に
戻
る
の
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

つ
よ
う
に
塗
装
し
て
作
品
展
示
会
（
発

表
会
）
の
再
開
が
で
き
る
見
通
し
が
で

き
た
時
の
喜
び
は
一
生
の
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。 

（
こ
の
「
作
品
掲
示
板
」
は
現
在
も
毎

年
大
切
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
） 

次
の
仕
事
で
は
、
平
群
町
長
寿
会
連

合
会
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
準

備
委
員
長
の
要
職
を
賜
り
ま
し
た
。
当

初
は
何
を
す
る
べ
き
か
悩
み
ま
し
た
が
、

少
し
前
に
行
わ
れ
た
奈
良
県
老
連
の
50

周
年
記
念
事
業
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
役

員
方
と
分
担
し
て
、
50
年
記
念
誌
の
発

行
、
ゆ
め
さ
と
子
供
園
へ
の
記
念
植
樹
、

舞
台
発
表
会
で
の
女
性
部
に
よ
る
自
ら

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
衣
装
で
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
は
心
身
と
も
に
10
歳
以
上

は
若
返
り
、
わ
た
く
し
も
格
好
良
い
姿

で
エ
ス
コ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
と
な
っ
て
も
清
々
し
い
思
い
出

と
し
て
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
歴
史
に
残
る
様
々
な
事

業
活
動
が
有
意
義
に
行
え
た
の
も
長
寿

会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の

こ
と
と
存
じ
、
改
め
て
厚
く
お
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
賞
を 受

賞
し
て 

 

竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
会
長 

赤
嶺 

勝
一 

竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
長
寿
会
「
錦
秋

会
」
は
、
9
月
24
日
（
木
）
奈
良
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
老

連
中
村
会
長
か
ら
「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
に

あ
た
り
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
長
寿
会
連

合
会 

岡 

会
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆

さ
ま
方
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
受
賞
に
は
日
頃
の
活
動
状
況
を

認
め
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
歴
代
役
員
の
ご
苦
労
や
会
員
の

方
々
の
熱
心
な
取
り
組
み
に
対
し
て
の

ご
褒
美
と
し
て
、
有
難
く
お
受
け
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。 

と
は
い
え
、
新
年
早
々
か
ら
現
在
ま

で
「
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
」
の
た

め
に
殆
ど
活
動
中
止
や
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
忸
怩
た
る
思
い
も
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
当
錦
秋
会
は
会
員
数
42
名
で

一
部
斑
鳩
町
の
方
に
も
一
緒
に
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
活
動
に
際
し

て
は
、
全
員
で
役
割
分
担
す
る
こ
と
と

し
、「
運
動
」（
い
き
い
き
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
体
力
測
定
等
）
、
「
学
習
」
（
映
画

会
、
行
政
講
話
、
歴
史
講
座
等
）
、
「
室
内
」 

（
裏
面
に
続
く
） 

最
近
、
気
に
な
る
事
が
二
つ
◇

先
ず
は
「
漢
字
」
の
こ
と
で
あ
る
。

新
聞
・
書
物
記
事
の
中
で
、
広
告

記
事
が
多
い
こ
と
。
こ
れ
は
読
書

嫌
い
の
風
潮
で
は
止
む
を
得
な
い

こ
と
で
は
あ
る
が
、
気
に
な
る
の 

は
記
事
の
中
で
漢
字
が
減
り
、
カ
タ
カ

ナ
言
葉
が
増
え
て
い
る
こ
と
だ
◇
漢
字

は
日
本
文
化
そ
の
も
の
で
、
日
本
人
の

心
が
揺
れ
て
い
る
。
た
だ
依
然
と
し
て
、

日
本
語
と
し
て
目
一
杯
に
漢
字
を
使
用

し
て
い
る
書
物
は
あ
る
◇
こ
の
際
、
漢

字
の
意
義
を
思
い
起
こ
し
、
新
聞
の
活

字
を
追
い
な
が
ら
、
正
し
い
漢
字
の
使

い
方
を
確
認
す
る
こ
と
は
認
知
症
予
防 

に
も
繋
が
る
。
漢
字
文
化
が
箪
笥
の 

中
で
眠
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
祈
り
た
い
。 

◇
次
は
忘
れ
が
ち
な
こ
と
。
礼
儀
と 

信
頼
、
◇
最
も
大
切
な
こ
と
は
人
々 

の
交
流
で
あ
る
。
道
路
上
で
出
会
え 

ば
見
知
ら
ぬ
人
で
も
頭
を
下
げ
会
釈 

す
る
◇
ま
し
て
自
分
に
関
係
す
る
人 

に
対
し
て
は
笑
顔
で
会
釈
す
る
。
こ 

れ
が
人
間
と
し
て
の
正
し
い
礼
儀
・ 

サ
ー
ビ
ス
で
、
社
会
活
動
は
こ
の
正 

し
い
礼
儀
・
サ
ー
ビ
ス
（
気
配
り
） 

か
ら
始
ま
る
◇
そ
の
積
み
重
ね
が
相 

互
の
和
と
信
頼
を
生
み
、
我
々
の
社 

会
生
活
に
潤
い
を
醸
す
こ
と
で
は
な 

い
か
。 

受
賞
相
次
ぐ 

「
活
動
賞
」（
全
老
連
会
長
賞
）
は
連
合
会
本
部
に 

「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
賞
」（
県
老
連
会
長
賞
）
は
竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
長
寿
会
に 

「
老
人
福
祉
功
労
者
賞
」（
県
知
事
賞
）
は
辻
本 

達
雄
氏
に 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会 

会
長 

 

岡 

嘉
道 

去
る
、
9
月
24
日
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
県
老
連
の
式
典
で 

連
合
会
本
部
が
全
老
連
の
「
活
動
賞
」
を
受
賞
し
、
こ
れ
で
、
令
和
2
年
度
の
長
寿

会
関
連
の
表
彰
事
項
は
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
し
た
。
先
立
つ
9
月
10
日
に
は
、
奈
良
県
文

化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
長
寿
会
（
会
長 

赤
嶺
勝
一
）
が
「
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
賞
」
（
県
老
連
会
長
賞
）
を
受
賞
。
同
じ
く
、
辻
本 

達
雄
氏
（
椣
原

長
寿
会
会
長
・
会
計
監
査
）
が
「
老
人
福
祉
功
労
者
賞
」
（
県
知
事
賞
）
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。 

今
年
も
、
全
老
連
、
県
老
連
、
県
知
事
表
彰
の
全
て
の
部
門
で
受
賞
し
平
群
町
長
寿

会
連
合
会
の
名
声
を
高
め
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
ま
た
受
賞
さ
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
お
喜
び
と
、
日
頃
の
ご
活
躍
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
に
、
受
賞
者
の
喜
び
の
言
葉
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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(2) 平群町長寿会新聞  第３３１号  ２０２０年（令和２年） １０月１日  

（
表
面
よ
り
） 

（
新
年
会
、
花
見
会
、
観
月
会
等
）
の

各
部
門
に
お
い
て
「
企
画
か
ら
実
行
」

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
内
容
に

よ
っ
て
は
自
治
会
や
子
供
会
の
皆
さ

ん
方
に
も
呼
び
掛
け
て
交
流
と
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
。 

当
錦
秋
会
は
今
回
で
3
回
目
の
受
賞

と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
「
生
き
甲
斐
の
場
・
楽
し
み
の
場
」

と
し
て
発
展
し
た
い
と
願
っ
て
い
る

次
第
で
す
。 

竜
田
川
長
寿
会 

萬
田
百
合
子 

  

「か
し
の
き
荘
」土
・平
日
と
も 

9
時
開
館 

10
月
1
日
か
ら
実
施 

 

長
寿
会
連
合
会 

会
長 

岡 

嘉
道 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
に
、
「
か
し
の
き
荘
」
の
営
業

体
制
が
変
更
さ
れ
て
、
わ
た
く
し
た
ち

利
用
者
に
は
何
か
と
不
便
と
支
障
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

そ
こ
で
８
月
24
日
に
役
場
関
係
者
と

「
か
し
の
き
荘
」
の
開
館
時
間
な
ど
、 

運
営
体
制
の
見
直
し
を
要
請
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
、
西
岡
福
祉
子

ど
も
課
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
の
回
答

が
あ
り
、
了
承
し
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

①
平
日
は
9
時
か
ら
15
時
ま
で
開
館 

②
土
曜
日
も
9
時
か
ら
15
時
ま
で
開
館 

③
運
営
体
制
は
10
月
1
日
か
ら
実
施 

④
各
部
屋
の
定
員
人
数
は
従
来
ど
お
り 

⑤
風
呂
は
従
来
ど
お
り
時
間
内
に 

1
時
間
ご
と
に
割
当 

⑥
マ
ス
ク
着
用
は
従
来
ど
お
り 

⑦
1
時
間
ご
と
の
部
屋
の
換
気
も 

従
来
ど
お
り
。 

⑧
入
館
の
時
の
、
手
指
の
消
毒
、
記
帳
も 

従
来
ど
お
り 

以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
お
互
い
に 

「
3
密
」（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避

け
て
、
引
き
続
き
「
か
し
の
き
荘
」
利

用
者
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
発
生

し
な
い
、
さ
せ
な
い
よ
う
心
が
け
た
い

も
の
で
す
。 

        

緑
ヶ
丘
長
寿
会 

山
川
孝
子 

  

第
114
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
て 

大
谷
古
墳
～
紀
氏
神
社
を
歩
く 

 
 

 
 

 
 

 

健
康
部 

難
波 

尊
志 

9
月
22
日
、
久
し
ぶ
り
の
快
晴
の
朝
、

爽
や
か
な
微
風
の
中
、
３２
名
の
受
付
を

行
う
。
準
備
体
操
後
、
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
見
学
先
に
向
け
て
出
発
。 

① 

大
谷
古
墳
・
・
10
時
過
ぎ
に
到
着
、 

現
場
の
状
況
に
よ
り
道
路
上
に
て
古
墳

の
説
明
を
受
け
る
。
古
墳
は
直
径
10
ｍ

の
円
墳
、
石
室
は
羨
道
部
の
幅
が
１
ｍ

と
狭
い
が
両
袖
形
で
測
石
は
上
に
向
け

て
僅
か
に
内
側
に
寄
せ
て
い
る
。
石
材

は
地
元
産
の
よ
う
だ
。
築
造
は
７
世
紀

初
頭
。 

② 

姫
塚
古
墳
・
・
三
里
集
落
の
丘
陵
部 

に
存
在
し
た
円
墳
で
、
横
穴
式
石
室
が

半
壊
埋
没
し
、
現
在
そ
の
上
が
広
場
に

な
っ
て
い
る
。 

③ 

三
里
東
古
墳
・
・
姫
塚
古
墳
前
の
道 

を
南
に
下
り
、
左
に
開
け
た
田
畑
の
農

道
を
登
る
と
古
墳
の
残
石
が
み
え
る
。

こ
ち
ら
も
現
場
の
状
況
に
よ
り
古
墳
跡

を
遠
望
し
な
が
ら
の
説
明
を
受
け
る
。

円
墳
で
、
直
径
１８
ｍ
、
須
恵
器
、
土
師

器
の
遺
物
よ
り
築
造
は
６
～
７
世
紀
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
地
域
は
矢
田
丘
陵
か

ら
広
が
る
扇
状
地
で
、
丘
陵
部
裾
部
よ

り
弥
生
時
代
以
降
の
集
落
跡
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。 

④ 

長
屋
王
墓
・
・
暫
し
休
憩
後
、
説
明 

を
受
け
る
。
梨
本
南
二
号
墳
（
前
方
後

円
墳
、
全
長
45
ｍ
、
築
造
期
６
世
紀
前

半
）
の
円
墳
部
と
長
屋
王
の
円
墳
部
（
15

ｍ
）
が
重
な
っ
て
い
る
。
更
に
円
墳
部

の
外
周
溝
の
一
部
が
現
在
の
大
井
堤
用

水
路
に
重
な
っ
て
い
る
。
長
屋
王
は
天

武
天
皇
の
孫
で
あ
る
が
、
密
告
に
よ
り

天
皇
の
命
で
妻
子
と
共
に
自
決
、
長
屋

王
の
変
（
729
年
）
藤
原
氏
の
陰
謀
に
よ

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

⑤ 

紀
氏
神
社
（
式
内
社
明
神
大
社
）
本 

殿
は
春
日
造
り
で
朱
塗
り
、
屋
根
は
銅

板
葺
き
、
境
内
に
は
上
庄
、
西
向
、
椣

原
三
大
字
の
氏
神
で
三
つ
の
座
小
屋

（
正
面
中
央
の
椣
原
だ
け
が
高
床
式
で
、

左
右
の
座
小
屋
に
は
高
床
は
な
い
）
が

あ
る
。 

（
結
び
）
整
理
体
操
後
、
全
員
で
写
真

を
撮
り
解
散
（
12
時
頃
）
。
ガ
イ
ド
を
し

て
頂
い
た
、
田
中
様
、
森
様
、
竹
谷
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

椿
台
長
寿
会 

髙
橋
ひ
ろ
子 

 

川
柳
ク
ラ
ブ 

今
回
の
題
詠
は 

「
あ
こ
が
れ
」
で
す 

  

我
が
青
春
に
あ
こ
が
れ
た
遥
か
昔
の

思
い
出
で
も
最
早
消
え
失
せ
・
・
・
い

や
痴
呆
症
で
思
い
出
せ
ず
、
憧
れ
の
ハ

ワ
イ
航
路
な
ん
ぞ
を
歌
い
出
す
始
末
。

そ
れ
で
も
必
死
に
憧
れ
を
川
柳
に
詠
ん

で
戴
き
ま
し
た
。
と
て
つ
も
な
い
憧
れ

や
、
密
か
な
憧
れ
な
ど 

ご
覧
あ
れ
！ 

 

惜
し
い
負
け
！
強
い
虎
に
は
憧
れ
ず 

松
井 

友
博 

女
子
高
生
白
バ
イ
隊
に
憧
れ
る 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

徳
原 

友
子 

叶
う
な
ら
四
十
代
に
戻
り
た
い 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

濵
﨑 

晴
美 

マ
ド
ン
ナ
と
目
が
合
う
度
に
不
整
脈 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井 

信
夫 

あ
こ
が
れ
て
入
っ
た
会
社
も
う
辞
め
る 

藤
田 

利
治 

ま
だ
い
け
る
玉
の
輿
に
あ
こ
が
れ
る 

宮
崎
多
喜
代 

あ
こ
が
れ
た
あ
の
娘
は
い
く
つ
七
十
七 

高
橋 

秀
尹 

車
椅
子
雲
に
あ
こ
が
れ
空
あ
お
ぐ 

宮
前 

敏
子 

コ
ロ
ナ
禍
で
日
々
安
泰
を
あ
こ
が
れ
る 

薮
内 

照
香 

十
八
才
藤
井
二
冠
と
対
局
す 山

田 

謙
造 

あ
こ
が
れ
は
あ
の
雲
に
の
っ
て
消
え
て
ゆ
く 

阿
部 

裕
子 

夏
祭
り
あ
こ
が
れ
剣
士
年
を
と
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

難
波 

尊
志 

「
憧
れ
」
を
常
に
抱
け
ば
呆
け
ま
せ
ん 

大
村 

三
郎 

 

※
先
月
号
の
代
表
者
名
の
訂
正
と
お
詫
び 

 

誤
り 

藤
井
信
夫
と
あ
り
ま
し
た
が 

正
し
く
は 

濵
﨑 

晴
美 

で
す
。 

竜
田
川
長
寿
会 

萬
田
百
合
子 

   
俳
句
ク
ラ
ブ 

九
月
の
か
し
の
木
句
会 

（
五
十
音
順 

循
環
） 

 

息
合
ひ
し
夫
と
唱
う
る
盆
供
養 

 
 

岩
城 

和
子 

本
籍
は
父
の
ふ
る
さ
と
真
桑
瓜 

 
 

江
崎 

俊
夫 

か
ら
み
糸
ほ
ぐ
す
如
く
の
糸
南
瓜 

 
 

岡
本 

豊
子 

溝
萩
や
野
壺
に
危
険
防
止
札 

 
 

澤
波
百
合
子 

面
会
へ
日
傘
き
り
り
と
巻
き
あ
げ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
川 

克
己 

清
ら
か
な
流
れ
に
沿
う
て
秋
海
棠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

花
岡 

安
子 

炎
天
の
山
か
ら
山
へ
飛
行
雲 

 
 

乾 

フ
ジ
子 

椿
台
長
寿
会 

濵
﨑 

晴
美 

  

短
歌
ク
ラ
ブ
（
五
十
音
順 

循
環
） 

 

庭
に
出
て
夜
空
眺
め
て
待
つ
流
星
群
の

光
ま
ぶ
し
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

左
近 

育
子 

東
京
の
二
女
の
家
族
や
福
岡
の
孫
の
集

い
て
墓
参
を
し
た
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芝
田
ユ
ク
子 

昼
下
が
り
非
す
暑
さ
に
ま
ど
ろ
み
て
追

憶
す
れ
ど
目
覚
め
ゆ
く
我 

 
 

 
 

 
 

 

徳
原 

友
子 

干
さ
れ
た
る
大
豆
の
さ
や
の
は
ぜ
る
音

時
お
り
聞
こ
ゆ
新
涼
の
庭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
木 

宗
信 

日
が
沈
み
昼
間
の
暑
さ
ど
こ
え
や
ら
ひ

ぐ
ら
し
鳴
い
て
心
地
よ
い
風 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
田 

陽
子 

炎
天
下
公
園
草
刈
る
シ
ル
バ
ー
の
一
斉 

に
始
め
一
斉
に
休
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

魚
住 

潤
子 

指
宿
の
特
攻
基
地
の
哀
惜
碑
胸
お
さ
え 

読
む
十
八
歳
の
遺
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
村 

三
郎 

川
風
を
総
身
に
受
け
て
信
号
待
ち
車
列 

見
送
る
無
事
故
祈
り
て 

岡
本 

類
子 

暑
い
夏
ゆ
か
た
涼
し
く
着
こ
な
し
て
若
い 

二
人
は
う
ち
わ
片
手
に 

 
 

 
 

 
 

 

小
東 

隆
子 

 
 

緑
ヶ
丘
長
寿
会 

甘
利
由
利
子 

  

お
く
や
み 

 

令
和
２
年
８
月
20
日 

か
ら
９
月
19
日 

の
間
に
左
記
の
会
員
の
方
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。 

生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。 

 

松
井 

輝
夫
様(

97)
 
 

菊
美
台
地
区 

 

西
脇 

雪
江
様(

99)
 
  
 

上
庄
台
地
区 

 

東
野 

文
子
様(

100)
 
  
 

福
貴
畑
地
区 

 

吉
田 

充
子
様(

84)
 
  
 

下
垣
内
地
区 

 

藤
井
美
智
子
様(

76)
  

 
 

福
貴
地
区 

 

増
田 

喬
三
様(

89)
 
  
 

下
垣
内
地
区 

 

前
野 

啓
子
様(

81)
 
  
 

上
庄
台
地
区 

 

岩
井
カ
ヨ
子
様(

89)
 
  
 

緑
ヶ
丘
地
区 

 

長
寿
会
連
合
会
一
同 

お
知
ら
せ 

健
康
部 

◇
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
115
回
10
月
27 

日
（
火
） 

・
椿
井
城
址 

約
5
㎞ 

・
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り 

9:

30 

※
飲
物
、
手
帳
、
マ
ス
ク
、
雨
具
持
参 

※
7
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 


